










ページ         訂  正 
v      10 行目 マーシャルー・ラーナー条件 ⇒ マーシャル・ラーナ
ー条件 
4   注 5) 下から 4 行目 (a), (b)より ⇒ (a), (b), (c)より 
同  下から 3 行目 数式の分母・分子の F をすべて μに修正 
6  1 行目 数式、3 つ目の等号後の項、分母、 μ1i ⇒ μ1j 
ˆ ˆ   ˆ  11  6 行目 数式左辺、D1 – D2 ⇒  D1    
同  9 行目 弧括 ⇒ 括弧 
同  下から 6 行目 限界収支性向 ⇒ 限界支出性向 
同  下から 2 行目 数式右辺、分子、pD2 ⇒ Y 
12  1 行目 pD2 ⇒ Y 
同  10行目 価格弾力性がゼロでその所得弾力性が 1 ⇒ 価格弾力
性も所得弾力性も１                      
ˆ     ˆ 16  15 行目 数式左辺  Vji ⇒ – V1j 
                                  ˆ                  ˆ 17 6 行目 数式右辺 - (1/B)p - (1/B)(θ12 π1 – θ11π2) ⇒ - (1/B)p      
+ (1/B) (π1 - π2) 
21 6 行目 数式右辺  
                      ˆ  ˆ                ˆ  ˆ – (1/B)p + (V1 – V2) ⇒ – (1/B) (p + π1 – π2) + (V1 – V2) 
21 8-9 行目 数式右辺の角括弧内を下記のように修正 
                     ˆ  ˆ[(1 – σ) (V2 - V1) + C (1 – s) (π1 – θ11π2) – (A1β1 + A2β2) + C β3] 
  29   下から 5 行目 数式右辺分母 ℓb ⇒ ιb 
  31  下から 2 行目 近傍において p ⇒ 近傍において – p 
  33  3 行目 数式右辺 e1a ⇒ e1b 
   35  8 行目 輸入財 ⇒ 輸入可能財 
  39  1 行目 各所有グループ ⇒ 各所得グループ 
   同  13 行目 大きく ⇒ 小さく 
  52  10 行目 数式右辺 (wi/p) (dwi/dp) ⇒ (p/wi) (dwi/dp) 
  54  2 行目 数式右辺分母 ∑wi(p) Vi ⇒ ∑wℓ(p) Vℓ 
                                     i                    ℓ 
  
 1
                                  ˆ  ˆ  57 6 行目 数式左辺 Ma ⇒ Mb 
61 8 行目 補完性 ⇒ 代替性 
81  15 行目 数式、左から 4 つ目の偏微係数 
分子 ∂Cit ⇒ ∂Cit 
同分母 ∂xit ⇒ ∂xit 
                              ˆ 83          下から 8 行目 例えば x1 = ⇒ 例えば x1 = 
92 8 行目 (4.2) より ⇒ (4.3) より 
同  (4.7a) 式 最左辺 分母 pbjzj ⇒ pbizi 
97  下から 3 行目 後進部門 ⇒ 先進部門 
99  最下行 不等号 > 0 ⇒ < 0 
 133  8 行目 数式右辺第 1 項の偏微係数 
(∂pxa/∂ma) ⇒ (∂pxa/∂mb) 
134 1 行目 数式右辺分子第 2 項の分子 ηa ⇒ ηa' 
同右辺分子第 3 項の分母 ηb' ⇒ηb 
  同  (2.7) 式 2 行目  
ea(ηb + eb) (ηa + ea) (ηb + ea)M ⇒ {ea(ηb + eb)}-1 (ηa + eb) (ηb +  
ea)M 
   同  下から 4 行目 (2.17) 式から ⇒ (2.7) 式から 
 136  2 行目 (2.6) から ⇒ (2.6)、(2.7)から 
                           ˆ  ˆ   同  2 行目 わかるように、⇒ わかるように、wa = wa* かつ 
142  1 行目 考えるとと ⇒ 考えること 
146  脚注 17)  1 行目 生産要素の品で ⇒ 生産要素の商品で 
147  脚注 20)  6 行目 通貨価値切下は ⇒ 通貨価値切下げは 
154  8 行目 数式右辺 Y/(pD) ⇒ (pY)/D 
  同  11 行目 つまり Y/pD を ⇒ つまり pY/D を 
155  10 行目 不等式 Y/(ΓpD) ⇒ (pY)/( ΓD) 
  同  13 行目 不等式 Y/(ΓpD) ⇒ (pY)/( ΓD) 
157  5 行目 数式右辺角括弧内 
(Ma/p)(γb – γa) ⇒ (Ma/(pYa))(γb – γa) 
  同  11 行目 数式右辺角括弧内 
  (Ma/p)(γb – γa) ⇒ (Ma/(pYa))(γb – γa) 
 2
159 3 行目 数式左辺 Xi ⇒ Xj 
160 8 行目 数式 (r2 – r1)/(1 + r1μ21/μ11)・(1 + r2μ22/μ12) 
⇒ (r2 – r1)/[(μ11/μ21)・(1 + r1μ21/μ11)・(1 + r2μ22/μ12)] 
161 (3.19) 式 1 行目右辺 (a21a1 + a22σ2) ⇒ (a21σ1 + a22σ2) 
162  (3.21) 式左辺 π2/π2 ⇒π2/π1 
同  第 2 表、第 4 行を下記のとおり訂正 
 ζの大
きさ 
ζ≤0 1>ζ>0 ζ=1 (pY)/(ΓD)> ζ>1 ζ≥(pY)/( ΓD)  
 
165 3 行目 数式右辺 Y/(pD) ⇒ (pY)/D 
  同  5 行目 数式右辺中央 (θ1θ2Y)/(pM) ⇒ (pθ1θ2Y)/M 
   同  ７行目 数式右辺 Y/(pD) ⇒ (pY)/D 
   同  8 行目 Y/pD ⇒ pY/D 
173  9 行目 資本集約度 ⇒ 資本の平均投入係数 
193  本文最下行 一企業 ⇒ 一経済 
199  下から 6 行目 実質銀 ⇒ 実質賃金 
202  2 行目 数式式右辺の最初の部分 s/α ⇒ s/(1－ρ) 
204  (3.8) 式右辺分子第 2 項 
  α {π + δ + (1 – α) n} ⇒ α {π + (1 – α – ρ) δ + (1 – α) n} 
220  8 行目 資本財部門の ⇒ における労働能率の上昇が消費財部 
門の 
227  (5.6) 式最右辺の分子 q (r1 – r2) ⇒ q 
232  1 行目 貯蓄 ⇒ 消費 
                                             ˆ       ˆ 239  12 行目 数式右辺 ＋(1/C) r + ⇒ – (1/C) r – 
             ˆ  ˆ244  16 行目 q ≶ 0 ⇒ q ≷ 0 
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1) Edgeworth (5)， p.32. 






















































要業総供給量 V，は仮定 (A.4) ICよってパラメターと考えられているか
ら， 土の体系ICは， 方程式9伺IC対して Xj，Vij，初 j，q.およびPの10個
の未知数が含まれている。したがbて1:.のうちの任意の一変数をパラメ
ターと考えれば，体系は完結する。 ζ 己では，商品相対価格Pをパラメ，タ





なお，仮定 (A.6)により. (1: 1)から
Xj=苧μりVi/ (j=1.2) (1. 5) 
が，また(1.3)および(1.4)を考慮すれば







=).Fj{Yh. Yzi)であるo (b) Fj(V li. Vzi)は連続で二回徴分可能である. (c) すべての
8Fj . ^  ~_~_ (J'F 
VU>O.について告が0仕事会<0である.特別1・M は(a)申臨からオイ
rV2i、ラ戸の定理によって噂かれる・また (a)よりえ白内了とすれば.Fj(VIi. V，j)~V，JIJ~町t)
と害防・とれから， 日 fi(持)持J'j(持)， p，炉ft，(5?)でおるから，
，fF) 
4=告=二7舌←-bf十である・印式をE牲に関して徹併l1.t!，
1<&.1 川 lir;TJ 'lI 'JI 
.ヵfbLfJ"fbL1
場γー 市梅ず
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q=叩 1一 叫 2
XJ=平0・j(μけ Vij)
(j=1.2) (1. 7) 
(i=1.2) (1. 8) 
(i=1.2) (1. 9) 
(1. 10) 
(j=1，2) (1. 11) 
九一九=σJ (1213) {1.12) 














のような簡単なルιルを利用するのが便利であるo (a) y= 1I土w のとき，~ヱ-G士三-2，
y -， 
( b) 戸山町とり=~+~. (C) Y= Il/v 申とり=~-;. (d) ，=f(")のとき2=÷・

















で再評存ァ (1. 14) 匂+円 q+'2)
であるから，ニ産業の労働の相対的分配率の間には，つぎのような関係が
ある己とがわかる。















An-A21 = .1，-.1，=工!L_V21 =仏.1，(均一円)/グ (1. 18) V， v， 
と書けるから，



































が導けるであろう。ただし.C=AlIA，-AI2A2I =AIlー A31= )，2-)，12である。
(1. 23) 
最後1:. (1. 2)および(1.23)を(1.7)に代入して











XI-X2=ー ('1+句)p (1. 26) 
1:従って変化する。いま.A1三 '21811+ '1021. A，=A，012+ '120"と定義す
れば Lれは
XI-X2=一生生土全EZ』BC r (1. 27) 
と書き表わすEともできる。 乙乙で.A1>O. A2>O. BC>O.そして A1















Xj=DI (j=1.2) (2.2) 
である。乙れら三式を前節の(1.1)-(1.4)式と組合わせれば.12個の方程



















-Lldags+d262+BC63)〉0 ・ (2.7)BC 


















以上で独立な4個の方種式が加わったから， ζれを(1.1) ~ (1. 4)と組合わ




























































Xj=Dj (j=1.2) (2.22) 
は，再びワルラス法則によって，一つの独立な方程式を与える1:it，l吉ない。

























を得る。 ただしJ 8i三附V;fYは国民所得に占める第 i要素所得の割合，
あるいは，第 $要素の相対的分配率を表わす。 (2.28)を(2.27)に代入し，
b 写ω.および←ーすれいう関係を利用すれば


















































Xj=Fj(V，}， V，j.αj) (j=1.2) (3.1) 
と書きかえられるであろう。 同は第1 産業 I~おける生産函数のシフ ト・パ
ラメターである。 しかし，生産函数 Fjが要素投入量について一次周次で
あるという仮定 (A.6)は， ζ 乙でもおかれている九生産側の条件を示す
(1. 2) ~ (1. 4)式は，形式的には同じである。










(3.3) (i= 1. 2)
q=wdω， æ.~ 
BF;(V1i. V2i.酎)
















(j= 1. 2) (3.5) 
(j= 1.2) (3.6) 
(j= 1.2) (3.7) 




V'I-Vi1= d;q+fl; (j=1.2) (3.12) 
1_ 1 fJFi 、
新しく導入された記号の意味は，つぎの通りである。町(sτァ呈モLdαil、 dJ υ
は生産函数のシフト ・パラメターの変化IC基く第3財産出高の百分比変化
I 1 (J" 、率，そして ん(=でー 云ヲァda;)は，初期の要素相対価格の下で，生産商












011 ~ 1 叩，=昔1.t_B (0""，-811"') 
のように表わされ， したがって















































+(1+町+.，)(πzー π，)+(b.+b，) (3.18) 
ZFEt(干v・23mhFM伊 FM，J





，~!'. A1C11+A'l0''l~. 1 ，!'. !， 
X1-X2=-A3F勾 +τ(V，-V，)













1_ P fJ(DdD，) ¥ が得られる。ただしI 0'3(=，古与すでよ主主fニ:!..)は需要函におけるこ財'¥. (D，/ D，) fJp ノ
(_ 1 fJ(DdD，) 、











p=ー す (B(V，-V，)+(A凶 +A，.，+BC)仇ー町)
-B(Adh+A，s，)+BCs3J 
d=A，d， + A，d，+ BCd3 
(3.22) 














。L.~.1._1 ~J' ¥... r --'!.-..iιL dH .L ..1.L 1 ~...---1: ア 8~ P+-y-vdi dt j=L TCJJD;了す~. + (D.iD.) iy・ア ap JP+ (D，iD.l 
























































































2幻) Ma訂r悶.h加al“1Cα24の0，App開e町n主叶叫d副aはxJ. pp. 3お53ト一3弱54山;Marshall (釘コ.pp.却-22(杉本訳(28コ
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号|プ(O)(4ti-371j〈O (1. 4) 
と書ける。ただし， mmlま.その他が均衡点で評価されたものであること
を示している。蕊本的仮般によって ν(0)>0であるから， (1. 4)式の符号
はl判一生1の例に依存する己とになる。l dt 1. dt I.J 
通常の定自民の仕方ICI遺qて， A国の輸入需要の軍事力性“およびB国の輪
出供給の弥力側，e.を
r・E-JLiLt b =ー と盆土
M，・dt' -.-E" ・dp (1.5) 
と定畿すれば，安定条件は


















































M24=ん(p， r) (争>0) (2.1) 
と表わすζ とにしよう。 Tはシフ ト・パラ メターである。輸入需要の増大












































































である..Kemp(107コ， p. 46 しかしながら， t.の結果は，決して彼が言うように驚くべきも
のではない.という白は輸入需要が非弾力的な場合には.一告の輸出供給量の下で申輸入需要
量申波少によって測られる自は，輸入需要の増大ではなくて，減少だからである.
7) Samue1son (41)， p. 264 









るし、は， オファー曲線の弥力性) が， どのような項目に分解されるかを調司
てみようU。
A国における第 s財 (i=l，2) IC対する閣内総需要を D向第4財の国
内生産量を X向また，第1財単位で表わされた総所得を Y.とすれば
A国の輸入需要はつぎのように表わされるであ石う。




“5_L~笠と= _L.1金!..-_L 芝生!.... dY" 
M2・dp M2• op M，. oY. dp 






8) 以下町分街方法は.Jo.. (02) Iζ調うととるが大きい.
3Z 第I部外国貿易D比絞静牢骨軒
dY. "y".-=X2・ (3.4:)dP 
をf阜る。
きて. (3.3)式の右辺第一項は， スルツキー・ヒ ックス流の代替項と所
得項1(;分解されるから
T 8D2.a D2. 一一 一τァ = ~;.(知+隅μ(3.5)M" fJp M，. 
f=_L aD伊 L ¥ 2ヒ書ける。ζEで，相{ー マー「一宮';:rin帥 m. .lは補償された需要の、 五ノ初 υ'P I com阿国ated'
I fJD←、価格弾力性を，情，.( p Va;': ) fま限界支出性向を示す。 (3.3)式の右辺第
二項は. (3.4)式を考慮すれば
P 8D2a dY. X2<1 一芳;: C1.Y.ヲp=万五町 (3.6) 
と書ける。そして. (3.3)式右辺第三項は， 園内生産代替曲線1(;沿っての
/少 dX，，a¥ 
賀，2財の供給の価格弾力性を e21呈-L-よ:':")と定義すれば2¥ x，. dp; 
乙ーi主主=主主知 (3.7) M，. dp M，. 
のように暫くととができる。とれらの項をすべて元の (3.3)式へ戻せば

































































































































制 1 dp B 
(4.6) 
ーと4竺~-~





















































































1) Lerner (121). 
2)針。lper=Samuel田n(55). Metzler (128). (1却')， Meade (目).Chap. VI. 5出 .5.











































p=IP (1. 1) 
という関係が成立つ。また，自国の総輸入量をM.*，外国の輸入量[すな
わち自国の輸出量}をM.とすれば汽貿易収支の均衡条件は
PM."'=M. (1. 2) 
で与えられる。外国の輸入需要量は，商品相対価格と総所得の菌数として
表わされるであろう。








の民間輸入需要量を M.. 第l財表示の総所得を Y.とすれば，外国の場
合と全 く 問機I~






M.' =g.(P. R.) (1. 5) 




l'vl.*=M.+M.' (1. 7) 
となる。以上7個の方程式によって，任意の tの下でのpP Re Ma4J 
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[，=(1+γ)叩，(P)V， (i=l， 2) (1.13) 
である。乙己では，政府の財政活動としては，関税の賦謀と所得補助のみ
が仮定されているから，財政収支均衡の条件として
R4=午叫がv， (1. 14) 
/ 
が充たされねばならない。
(1.1) ~ (1. 3)式に (1.10) ~ (1. 12)式を組合わせてモデル (2.b)が， ま













M.=ωP . ~~ 
を得る。ただしは変数の百分比変化率を示1;.ω は外国オファー曲線
P dM. P I f}f. . f}f. dY.¥ の弾力性を表わす(，揮官古=芳~l器+事長官)l。














P f}1!. =一万;;号予).そして Jn!l'は酬の輸入品1:対する限界支出性向 (州
司会}である。
(2.1)を(2.4)へ代入すれば
'‘'‘ A Mo=-t.P-t.t 






t，' =1J，' +義7(1-1)(に l)m. (2.10) 
であるEとがわかる。 (2.9)式の右辺第二項は，関税率の変化に伴う政府
オファ F 曲線のシフトを表わすと考えられる。
第 3章関税申純粋理詰 47 
(2.8)$よぴ (2.9)を (2.7)へ代入して整理すれば， 交易条件ならびに
関税率の変化IL伴う自国総輸入需要の変化を示す式が得られる。
M4 . Mt，' ~ MI!l... .^ M，*=-(野叶万台，')P一昨〔臼ー{刊ーl)，}m，引
(2.11) 
したがって，自国の総輸入需要の交易条件弾力性を，.*とすれば，
金 Mo ，Mr/， 
to'-=瓦百"ヤ万戸"






さて，自国の交易条件の動きは. (2. 2) • (2.3). および(2.11)から求め
られる次式によって示される。
" P=一玄武.[，，-{tー (トー l)，}m，')t 
&.三'o*+ωー1
(2.13) 
















dM.' I mll' dRI I ，U.IP.p dtj， (2.15) 
とEろで，関税収入の変化は ・




































町 Lerner (121コ， pp. 130-31.なお Baldwin(61)， pp. 15-16，および Johnson(99)， 
pp. 225-226も同じ来件を導いている.
日 第 I部外国賀品由比較静学分析








最後に.(2. 2) • (2. 3)および (2.22)から M"とM.を消去すれば
A 
P (“一隅.).d.{m.+ (l-m.)t} • 
s2=eo*+ω1 
(2.24) 





































































P IJD;L . _. IJD; を得る。 E ζで.5j=:一一「寸7!-1income m(==尚子1. そして，
iノ uplcompensated - Q1 i 
P dX 




.AI .. r D -. Di ， .. X 1 ~， 1 -.. C ~*= -tM..号ヲナ(叶町)十瓦.eJP+訴;弓1.'1nili
(2.31) 
他方， (1. 12)を対数微分して
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しかし， 関税が存在する場合1:は. (2.1)を考慮して
k ・，__m. 土色二亙ltj与一」生二亙iLi
・一読.+(1-百i，)t 研.+(1一石.)1 (2.36) 































込ιムムー (i = 1. 2) (2. 40) 
aー 忍ω t)vi
とすれば， 各要素の可処分所得を示す(1.13)式は











ル(2.b)と全く同じであるから. (2.33)φ代りに (2.42)および (2.43)を
用いると，自国輸入置の変化は
."_ . D ~_ Dt ， _ Wl f=-lp{hL(叶附)一平掛川Hpe










危ホ.n.+("一石.-6.)1.:.ω-m，-oG)t ~ ι"~II uQι(2.4的















競争財が第1要葉集約財であれば. ~l>O. ~2<O であり，もし逆 1 :輸入競


















































c.c.で，Jd=.“*+ ，~- l ， ，，，*は自国の関税修正オファ ー曲線の弥力性 ('1*' 
P i} 一事E-pF)， そして Tヂは自国の関税修正オファ ー酬のシフト率
~'* 






















































それぞれ.MQ'=g.tzCP， (t-l)PMalおよび Ma'=g，u(P，(ト 1)M，)で表わすととにする.限。明!J"I eiM，.1 
界輸入財支出性向は，それぞれP万π三宅吾すれおよび τ芳子弓告7でとなって相等しい.しか
Ulllー ム 'iJV.La) U¥¥I-J.}J>':IaJ 




つ・したが刊これを (3.10)に代入すれば， t，連1-( !，:!1I.tno1t+争LhJ)に応じて
、町 .. ~. . " 
が妻。となる・メツヅラーは.酬が輸入可能財で車わされた関税収入の-)t割合を各財へ
支出すると仮定した場合に，凶役引上げによって輔λ可能財の園内価絡が下1するのは.本軍
申le号で表わせば， ω<1-，百号』Tのときであると臨している・ (M剖 zler(l29)，-
p.制.)t.ttli. 11..'=0， mo'=羊[ただし R.=(I-l)M..)とするζとによって，上の掛
川
から噂けるであろう.しかし，もし政府が輸出可飽財で賓わされた関税収入の 定ー割合を各財
に支出するならば・如来件は 'b<I-iI"岳ヤ可となる.1+ (t-l)ma' 
1剖 (3.11)の結果は，メ ッツラーの求めたものと同じである Metzler (1拍1)，p.話o.なお，
パグワヲティはメヲツヲーならびに本章の結果とは異った取出主基準を噂いている (Bhagwatl
(65)， . PP， 746旺)が，Eれは計算過程におけ畠摂りに基いτいるように思われる0747ベーデの
dC .，. f. 1 .，...1 dAダ】 dC ..， f. 1. dC 1 
式，す=均i日 )iM+間了すトは，正Lくはす=内i日 )iM+日 7す}
と書かれるベきである.
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1) Hecksch町 仁田〉および Ohlln(釘】
2) たとえば.Meade (30)， Cha凹 XIX.XXIIIおよび Mundell(132コなどが事げられ号.
なお， Cav酷 (4)，Chap. V陪国捺生産要量移動輪の展望として舎帯になるであろう.
























4) Johnson (96:コ，(18)， Chap.1 (.小島・梨園駅(19)，第E章)およびMeade(30コ.Chap. 
XXVI1， (31)， Chap. XIX 
5) デヲγYY ((18)， Cha p. 1)は， 産ー業(晶業}において規模に対する収護逓減を仮定して
いるから，細部の結論は本常ものと異つでいる.
















































7) Meade (31)， p. 112 








(1. 1) および(1.2) を全微分すれば，
(1. 2) 
dMtf=徐々+設dY，-努土砂一絵ι
lax ρv¥ lax ρv¥ 
(1. 3) 




「会D，• . aD， ax"l..， raD，fax"， .ax"¥ 
， =L百戸+x，杭 3fjdp+同 LL:+pzj。x"lIdL， (1. 5) aL， I 
さて，オファー曲線の弾力性を Eで表わすと， (1. 1) 式においてんが
不変のとき
“=_.2-4些M. dp 
であるから， (1. 5)式にお川て。D.. . aD. ax" M !+x ー会昇=ー II'~ G“ (1.6) 百plA'J.・ay.ーマp--p 
と書けるととがわかる。輸入可能財に対する限界支出性向をmとすれば
.aD、







































^ p+M.-M.=O (1. 17) 


















適用する Eとができる。いま， 円，を第j固における第 i財の資本・労働
比率とすれば，
円Js'，Jに応じてI'li<Oおよび ψ幻空軍O
(j=a， b; 1'ljヲ匂，j) (1. 19) 
8) Ryb田Y回 ki(142)番照.
















































h=FE7'向=一石弓;制 (1. 21) 
および
'1'里町に応じて 81~82 (1. 22) 
i 
という関係が成立つ。





1-01 =ニーエ~(叩・ー叩，.)+{(1-m・)叫・一明.叫.}8，-8， (1. 23a) 
1-8. ニ:"(却b-W.)ー{間b仙一(l-m.)ω.} (1. 23b) 8，-8， 
と書き換える己とができる。労働移動の条件として， 制〉仙が成立して
いるものとすれば.これから
8，>0， かっ 1一明.~mb なら dp>O (1. 24.) 
また，













10) 己申結論は. ミー ドの得た結論をやや一般化したも申である.








M.=D. (p， Y.)-X" (p， K.) (2.1) 
であり A国の総所得は園内生産額と対外投資収益の和であるから





(2. 1) および (2.2)を全微分すれば
(2.3) 
。D.... aD，.. ax"..， ax倫
dMIJ=布 dp+百五dy.-V;;;'dP+'aK:'dl (2.4) 
および
/8x，. .ax， ¥ / ax" . ax，'¥ y，=¥Vit+pVip"+x，.) dp+い一百一掃~)dl (2.5 1 
を得るから，前節と同様にして
• M.=-cot+一二一(叫-VoI)mll+ψ'，.)dI pM. (2.6) 
と書ける。ただし



















(1-，，-，，)占+」ー((叫-Va)問汁山+ψ'lb-叫)dI=0 (2.13) pM， 
となり，したがって，前節と同様に貿易均衡点の安定性を仮定すれば，
を得る。
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切望;YzJに応じてめ，至。および <p'"ミo(j=a. b) (2.15) 
および
少'(/>0なら r.p'ij>町 (コ:) (2.16) 
という関係、が成立つ。したがって，両国で二産業聞の要素集約性が逆転し














fP'l=一石コr， 0， <p'，=瓦=Ef (2.17) 
が成立つ。 乙れを (2.14)式1:代入すると，右辺大括弧の中は
ψ'，.ー(1一隅.)山+rp'zo一隅.v.
={m.+法寸(v.-v・) (2. 18a) 
または
74 第 I部外国貿易の比較静牢骨折
=-{ (1-m.i+ o，~oJ(叫-v，，) (2. 18b) 
と書き換える Eとができる。したがって対外投資の前促条件として叫〉両
が成立しているものとすれば，
0，>0，なら dp>O (2. 19a) 
また
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lf， =L二8~ ~ dL 








































X1=Ll. X2=La (vii) 
で表わされる。(viii) I~ (vii)を代入すれば，
些1.=仁E岳山・ 9主主=ーとfJ..L叫 (ix) 




dX， d'J. .dX? 01 ニ」--L叶ん見守=..v 1 n V (X) 
dK 8，-8，' rdK 8，-0， 
。????? ??????? ?
第4軍 国際生産要艶移動と安易量件

























































が各個人の経済的厚生 u'(i=1. 2... N)の函数と考えられると仮定する。
W=W(t，l， u2，・.uN) (1. 1) 
己乙で.Wは社会的価値i菌数 (social'value function)あるいは社会的厚生




2) 8ickerdike (曲:)， p臼9.
3) Bickerdike (69)， p. 101， fn. 2.
4) KaJdor (103) 




ui =Ui (%i1.%・2....，X'訂 正Î1 •X:i2，"""， ii，; zI) (i=1.2，、 . N) (1. 2) 
E乙で，X'，は個人zが獲得する財sの量 ii，は彼が提供する対sの蛍，
そして z，は個人 sの紘貨幣受取額を表わす。
(1. 1)" (1. 2)より
~aw. ， ./:!. :-.aWl8ui ~ .8u' ._.，; ，81t・1
4W=EEETdd=EE百;¥.研;dzas+57戸汁8;dzi) (1. 3) 
J 
個人 sが x'，を提供する乙とによって得る総収入を R1" :i，を獲得する
ために要する総費用を Ci，とすれば，
z'=L:(R'，-C'，) (;=1. 2. .... N) (1. 4) 
であり，個々人の財の購入額と販売総額とが等しければ，




8ui J aCi， 8ui I aCit 8u.i I fJRi， 8ui I fiRit 81i 
辰三I8xi， =広三l百万=一夜乙I8ii， = -fJii， I 8i't = f}z; 






























fBC;， BCJ， BR;， BRi.¥ 
のとする¥a;i:=a;i: =ãi~，~=距~)。そうすれば，一国の経済的厚生の変
化は，専ら対外取引の変化にのみ起因する ζ ととなる。





グp.，(l+ 1，)= p.， 
グp・，=p.，(l+I，)
貿易差額淘衡の条件は
6) Lange (118)， p. 221， Meade (却】， Chap. V， (31)， p. 17番照.
(2.1) 
(2.2) 
7) 本節の推論拡大体においてMeade(31)， Chap. I に従っているが， t. t.ではミー ドのよ
うに異った個人間申効用の加算を行なうととなく，問機な結論が導かれている.
第5章最適関税の理論 飽











? ??? +;=-41L 
1+1， 
-J=-ilL - 1+1， 仕+土);， 
(1ーか -(1+か 担。
九=ーを(寸)(晶+糸，)















(4 +2ム判L吋i ロ2.6め) 
J ¥1 +1，' 1 +t，
を得る。 ζの結果から，つぎの諸点を明らかにする Eとができるであろう。





また，(1) A国検出品Iie対する外国の需要弾力性が小なるほど，(2) A 
国輸入品の外国供給弾力性が小なるほど， (3) A国の輸入需要弾力性が大





れを若手高める ζ とによって厚生の増大を計る Eとができる。
(ii) A国の経済的厚生を極大ならしめる関税率は







M.白ler(130)， p.226 (都留監訳(131)，104ベ-;1)$!~.以下町議論は， ζの島件が常に
充たされているも白と仮定して進められる.
9) Robinson (141)， p. 198書照.
第5章最適関税由理論 85 













前:2"注3)，および Edgeworth(77コ.p. 550， fn. 1参照. なお，他。いろいろな外国貿
易の弾力性による最適関税の公式については. Johnson (93)または (18)， Appendix 
to Chap目 I (小島・柴田駅(19)，別章附録)に鮮しい.
11) この最後の表現陸，ラーナーが異った方法によって聖Iil!した結果と一致している. LerneI' 























































































































すに韮らなか。た一つの例として Meade(31)， Chap. XVIIlが挙げられるであろう.
w 第耳慣外国貿易と最適化理諭
各財の社会的限界生産貨が価格体系1<':余す止年ろなく反映されτいる辛う
































































IS) 一歳均衡論の方法によ。て最適関税理践を杏数財ケ~界にまで鉱張した申は Graaff (~5) 





F=i]p.向 =0 (4.3) 











制 =B与と・.! (i=1. 2. .... ..• n) (4.6) 



























































~7} Meade (却1)，Pp. ?8←皿5，(31)， p.P 冊目および Fle~ing (:事J)書照.
18) M回 de，op. cit. 
19) Flem;ng (83)， p.8. 
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に，その正当化を明確な国際貿易の)1.<'='"'ル1:越かせるζ とほp不可俺では










































































2) Little (122)， p. 1 












l=k(K.， L) (1. i) 
S.己x(K.) (L 2) 
D..=f(L) (1.3) 
Dd+Dxl=SIl (1. 4) 
D.j=g(骨) (1. 5) 
D..=pD'f (1. 6) 
K=K.+K. (1. 7) 






rfi'k t)'k ¥ 
また，収穫逓減防，百五，>0)が仮定されている。






















(1. 4)式は消費財部門の供給量が輸出 (D，/)と園内需要 (D岬)に向う乙
とを示し， (1. 5)式は消資財の輸出量が国際市場における消費財相対価格
4) Little (122). p. .f 







値を極大化する Eとにあると前混しようべ ただし.1:. 1:.で産仕i高の価値
という場合，それは市湯価格による評価ではなく，ある政策的IC決定され
たウェイトをつけて消費と投資とを合計した債を意味するものとする。
きて. (1. 2) -(1. 5)および(1.7)から
タ(K..L. p)=j(L)+g(p)-x(K-K.)=O 






IC与えるべき評価上のウェイト W，および、W.を決定した後. (1. 9)の
条件の下で
W，D，.+ W.(I +D，) 









と書けば，極大化の第一次条件は。F ••• fJk • fJ:< F，宝石ζ=W，8K•ー』百戸。
(1. 13) fJF _."，..... fJk 戸 &L= W，f(L)+ W.一-).!'(L)=0。L
fJF 
F，三百五=W，巾 (p)+pg'(p))ー な'(p)=o












(1. 14) '11 
'12 
F12 Fn 1'1 








(1. 16) fJk I fJ:< 時r~ • 8k I 百五l夜プ;V;+&L!'(L)
1-~!.~ / !."'=-g(f，) ， -Pfj支.1ii支~=-i(p) (1.1η 
が得られる。



















s=ベ1一号訪 (1. 20) 

















































































































(1. 5) ， (1. 6)から，
wi={仰 )+pg'(P)]哉dDHt ， ... tI.u d少
=ーい)g(討議; (2. 1) 
が得られる。つぎに， 後者の符号を鏑べるために， 極大化の第一次条件
(1.13)ならびに制約条件(1.9)を W.について微分すれば
。1'1 1'2 1'3 i i-，i百A三'-10
Fll F12 F13 I I dK. 。1'1 dW. (2.2) 
F21 F田 F"I I ddFL V， -f'(L) 少2




6'k . • 6' .
Fl1 = W'6'K;，+ .1狂言
6'k FI 'J =F〓 =w.丈~
H “ "6K.6L 




次条件から dく0 であるととがわかっている。 したがって.(2.2)式の
五乙についての解は，dW， 
dp _f(L) Fffi(仰，F1'-!'2I'，Fl1)>O (2.3) 






























































































































































dy.1 ." . ..__ .dMI Z37f一[(1ー 州叶rb'M)-n) -d~: 1I+rbM (2.7) 
とおき. (2.1)から
答ド {1-1，)内(1-1，)(1-1.)，，'十円 (2.8) 
が得られるから1:.れを (2.7)に代入して整理すると
















































いま， タを国際資本市場における収益率とすれば，.rl = (1-t，).， 1'1'=λBI 
BC，タ=OBIBCであるから，貸付閣にとっての最適所得税率は
AB OA 



















e再 一一一一-=1-. τ P d，‘ rt'M 
， dM 町


























9) 匂<1となるための条件は..(3.8)式からー で生7<1あるい陪.一三ヰM.>.!弘r， þ. ，~... ・…
>1+告となる・
























1) Meade (拍J，Chap. XVII， (31)， Cbaps. XVI and XVI1および Fleming(83) • 
無.



























































れる。 (A.1)相互に貿易を行なっているこつの園I A， Bのみがあり，各
国は一定量の生産資源を用いて輸出財と国内財とを生産するものとする。
















































各国の輸入品価格を t"'i，輸入量を m;とすれば B国の貿易差額はつぎ
のように定義される。
B=tmllmtJ-p".dmb (1. 7) 
また. 各国の圏内財価格をp;で表わし， 各国の輸入需要函数がつぎのよ
うな形で示されるものとする。
m.=m.(t..， P"，. Yor) 



















以上によって 13個の未知数と6個のパラ メタ {ー町J 0/，および O.(j) を
含む13個の方程式からなるそデルが構成された。





1 dB 入額(=輸入量)を隅とし B三一一 一ー と定義する。そうすれば. (1. 1) dt 
~ (1. 13)から，つぎのような式が導けるであろう。
九=主dEL.S.-与，z.-b (1. 1)' 
Y.=主rL，ム+」r写e-h (1.2) ， 
Y.=ω~.+Ñ. (1. 3) ， 
Yð=ω~b+Nb (1. 4) ， 
E.=8.Y. (1. 5) ， 












(1. 7) ， 
(1. 8)' 
(1. 9) ， 
(1. 10) ， 
(1. 11) ， 
(1. 12) ， 
(1. 13) ， 
r. _ y， dE， ¥ 
ただし， 8i=貨幣国民所得lζ闘する国内総支出額の弾力性(6，=一一一一l¥ E， dY，/' 
h 国内財価格1:関する輸入需要の交叉勝力的'eE12判1/'=輸




















7) (1机 (1飢 (1・5)'，および(1…，容易に貿易概数字=ー士芋
































































'1.+".-1 (1. 21) 
130 第園部経演発照と交晶条件
と定義しよう。為替市場が安定的であると仮定すれば，取+和一1>0であ
るから， (1. 20)より， iLaE芸品(1* IC応じて金量0，したがってまた N.妻Oと
なることがわかる。もしA国の要素価格が山‘ IC等しい率で上昇すれば，
B国は A国の生産性上昇ICよって何の貨幣的俊乱も蒙らないであろう。
ヒックスは，乙れをA国要梁価格の適正上昇率 (an“appropriate rate of rise 























































B=(~.+別ーl}(w.ー叫.)十 (1一明)0"，，，ーが.0. (1. 24) 
となる。貿易差額の均衡を維持するためには，B国の要素価格lま，つぎの
条件を充たすように変化しなければならない。







': 1}"OIf.-'1j' 4041 









11) なお， B国の二重要車交易条件は すII~白川jOXll==叫lw. で表わされるから.その濃化車
は ;f f=~.-;'.=- ~..で与えられる. したがって.A固申生産性上#が舗出偏向的であ
り，同時に h がEより小さい場合を険いて，二草葺車主易量件はー 般にB国に不利化するで
あろう.






















である。さらに.(2. 1) Iおよび (2.2)I式の右辺第三項は， 生産技術の変化
ILよって生じる給出財価格の百分比変化率を表わしているから，ζれをそ
れぞれ -0...-O:d と書く Eとにする。最後'Z::， ei三輸出供給の価格弾力













性理論においてよく知られているメッツ ラー の条件が充たされている Eと
IC他ならない。
B国IC貨幣的限乱を与えないようなA国要薬価格の遜正上昇率は
よ * _ lX皇止旦~:.ム包乙旦~:. _1 




































• • p.・=叩.-0.01 (2.9) 
であるから.結局，産出高の変動のみに基く部分は
12) ヒヲグス自身も， 後!C怯ζの点を認め，そりような場合を完全な輸入偏向叩ケー ス (ful
'im回目-b恒.'白se)と呼んでいるo Hicks (15)， p. 246番照.


















































































































8) Harrod Cη， pp. 108-109. 
9) Harrod Cη1. p.109 
10) Harrod (8)， pp. 162-3 (藤井訳 (9)，284-285ページ). 












































A-.単位 " y 
B-単位 " 2" 
C-単位 ， 2.5" 
D-単位 " 3" 




13) Harrod (8)， pp. 118-119 (藤井訳 (9)，215-216ペ ジ).























である H町 rod(め'，pp.sト73および pp.34ーお{車井訳 (9コ.141-1<<"":'-::;および
84-回ベジ)書照.








































































ジ. しかし，ハロタドが「岨にしているのは， 貿易商品の~f凪価格でデフレー トした生産要罪
鏑格であって，商品~晶量件iζ輔出品の生産能率を乗じた単1匙主産要葉吏畠最件とは何回明係
もない.
18) Harcod (7)， p. 110. 



































































(142)， Corden (73コ.Johnson C剖)， Bhagwati (1同)， (臼).Findlay=Grubert (82)， 














































M.=M.(I/P， Y.， t) (1. 1) 
M，=M，(p， y" t) (1. 2) 
己ζで.M.. M，はそれぞれA国およびB国の輸入量，Y.. y，はそれぞれ
の国の初期紛出財価格でデフレ トー された国民所得である。 A国の輸出額
を輸入額で除した比率を T.で表わせば，
T.=pM・1M. (L 3) 
l52 郷田部経済発展と交易量件


























































































































Y.聖一知日じて Y.*oi;O (2.2) 
(. .^. _ 1 dY事、




6) たとえば.Hicks (13)， Cha ps. VII and VIII OJ照.






























第4節 生産条件の変化 と経済発展のパタ ーン
第2節では，輸出産業ならびに輸入競争産業における成長率の聞の相互
関係が，経済発展の交易条件への効果を決定する上に重要な役割りを果し
ている Eとを知った830 本節では， ζの点をさらIC立入って分桁してみよ
つ。
仮定 (A.1) ~ (A. 5) ICよって， 乙Eで考察の対象となるのは， つぎの
ようなこ財・二要素の新古典派的生産組織である。
{生産函数)
X;=F;(V，;. V，;. t) (j=1.2) (3.1) 
(責主争条件}
世μil=μi2 (i=1.2) (3.2) 
{完全雇用条件)
V， =~V'J (i=1.2) (3.3) 




















'‘ A Vj=EJ.ijVij 
J 
'EsiP.;j=πj 
V2/- V Ii=aj{p-tj- ;"'2i)+(1i 
(j=1.2) (3.6) 
(;=1.2) (3.7) 
(i=1. 2) (3.8) 
(j=1，2) (3.9) 
(j=1. 2) (3.10) 
新しく導入された記号はつぎのような意味をもっ。 8υ=第1産業における
産出荷価値K占める第z要素所得の割合 (8ij=μ;;V;;/Xil.π"j=第1産業lie
( _ 1 fiFへ
おける技術進歩率l町=三iv;/ ). s;=第1産業における技術進歩の要
/_ 1 fir¥ 
索パイアスを示す指線医7 詰 勺』戸第$献総供給量のうち第
j産業で使用される割合(A;;=V;;/V，).そして， 町=第1産業における要素
/ 同ヰ firj ¥ 
間代替弾力性lσ'J=::...E旦4 ァー でーでて|である。






Eれらの式から IJuと Vliの8個の変数を消去すれば.x，がV，.町.fJ， 
などによって表わされる。
A=-L〔B(』四九-A12V，)+(向山+al2d，+BC)". BC 
-(and.+a.，u.)町 +B(anfJ，+al21，) (3.11) 
^ =一一二一(B(A21V，-'nV，) + (a21d. +a回σ')'"BC 
ー (a21l11+a田町+BC)町 +B(a21fJ.+a回目，)) (3. 12) 
ただし， 向 .=OnA12A21+021AnA田，a2:=:(j12)，lA四+0担え21A12'a四三)，12)，22，


















'‘'‘^  ^ V，/V. il! 1 に応じて X2~量 x. (3.15) 













A 1 =←-L 〔ω(μal向6内a汁+判u.帥，"抑σ内，+叶Bκ悶Cο印)"π.-一(切a向Iσ町1汁+a向12"帥戸抑州σ内ω，)BC 
+B(allp，+向，s，) (3. 18) 
一、~..=一-L〔(aglal+知σ'，)π.-(向.".村，，"，+BC)向BC 














x.>o かっ X2~王O となる必要充分条件は













乙れは，一産業のみで技術進歩が起る場合を扱ったフィ ンドレ ・ー グルー
第2表 生産量件の変化と安易最件事
生産型車 うそ亘子 子く与く1 十 1由成長
術中立進的歩"技 号出t o.く寺子く1 ヱ!..=1". 
経済発展 超偏抽向出 輸出鏑向 一線のタイプ
との大き
C孟手書 与者:">，>1 と=1さ
受晶条件 必ず不利 おうむね 不刺となへ申効果 不利 り易い
市 自国は野働4係官均な第1財を輸出するものとする.










































D，=D，(1/P，叫，V，)• (;=1，2) (4.2) 
ιの需要函数における需要の所得開力性を引とすれば， (4.1)から


























である。 (4.7)式を (4.6)式へ代入し， さらにそれを (4.3)式へ代入して







D 0， pD吋 . (;=1.2) (4.9) 
となるととが確かめられるであろう。以上のととから，結局








































1) Hkks (11)， pp. 121-12 (内回訳 (12)，144-145-<ー デ)ならびに Haπodσコ.p. 23 
および p.96番目a.なお，両者の関係を倫じた文献は多いが，たとえば.Robins。ロ(149)，
























X=F(V" V" t) (1. 1) 
これまでに何度も示したように，産出高の第$要素投入量K関する弾力性
をめ，技術進歩率をπで表わせば，産出高の成長事は
X=Fom+π (1. 2) 





同=μ，(V，/V"1) (包=1.2) (1. 3) 
したが司て，その成長率はつぎのように表わせる。
ん=8i(1r，-v，)+附 (;=1，2) (1. 4) 






π=写0，ん (1. 5) 
ζれに(1.4)式を代入して















的jであると呼ばれる。いま， (1. 4)式で V，=V，=oとすれば












V2fV.=タ(q，t) (1. 11) 
乙れから


































である ζ とがわかる。つまり J (mZ-ml)の符号による分類と， 。の符号
による分類とは同じ結果を与えるのである。
なお， (1. 7)および(1.16)は， 8，および匂を含むこつの方程式を与え





















π!O'ma 1:応じて v.-x歪o (1. 21) 








































































ゐ=28A.ーπ， (j=L 2， :"'， n) (2.3) 
事j潤専は，資本用役の価格を資本財の価格で寄!った値(叩，/か)と考えら
れるから，事l潤率が一定ならば，
四 Bー か=0 (2.4) 
である。この関係と (2.3)式から直ちに














p，-Pj=(O，-81)q (jキc) (2.8) 
が得られるから，利潤率が一定のときには，
tc-Pi=81j(φ，一恥) (jキc) (2.9) 
S) 資本部ままは，もともと n開聞」という世元だけをもっ旗輩、でめるから，賢本スト 7グおよa
産出商を何らかの共通単位で表わした上でそれらむ比率をとらねばならない.ζの点について




V2i-X;=Oli(c;q+8;~"';) (j=1.2. ..; n) (2.10) 
が成立つから. ~J潤E容が一定の場合には，
V，I-X;=Oli(的め+81一世1) (j=1.2. ...旬 (2.11)
と書く ζ とができる。 (2.9)および (2.11)を (2.7)IC代入すれば，
~/ =Oli{{31一 (l-cM，}
が得られる。したがって，














:1): 1:.弔踏輸は.Kennedy UlO). (12)ではじめて明らかにされたも申である.なお. ζ申
点について悼，第1(軍で.，う告し詳しく論究する.
d 
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関係、が存在する場合へも拡張する己とができる。いま，第y財産業の生産
函数が
X;=F;(V1j， V，j 1) (j写1.2，・.n) (3.1) 










「 相i=pj事μ./ eこ:i， J (3.4) 
が得られる。完全競争の下での均衡条件は，
PJX，=paXM+号制Vij (j=1.2; ・.n) (3.5) 
ま7こは






.178 錦町部 技術進歩，経済成長a および比較生産費
したがって，





















か=(t，*一五，j*)+(lI2iー Xj} (j= 1. 2....• n) (3.12) 























1). Hicks (1)， Chap. VI (内田訳【12)，t(.~車).ヒッグス自身によるとの問題の展開につ












































































_ V，/V， 1)μi 
・==.;， 'II(V計百 (第 z要素限界生産物の資本・労働比率に関す号
弾力性)
1 f) 1li 
m，三予-~â子 [一定の資本・労働比率の下で町第 S要素限界生産物の
成長率)

































dma=π=(1-8，)m，+8抑 2 (2.1) 
でなければならない。 したがって，もし問1=問2なら，d=lでなければ
ならない。もし m，キ問2なら. (2.1)から
8， =m，(l-d)/(m，一問。 (2.2) 
2) Harrod (ηp. 23 
184 第N部技術進歩，経済成長，および比絞生産費
および
0，= (I1m，-m，)!(隅2一隅，) (2.3) 
であるから，均衡においてれとのの両者が正であるためには，つぎのど
ちらかの条件が充たされねばならない。すなわち，
桝，>問2 のときには隅，f刑 ，>11>1 (2.4) 
または



































きて. (1.1) -(1. 4)の体系がっくり出す成長経路の安定性を調べるため
に. (1. 5)および(1.7)を (1.8)に代入すれば，
dV./dl=ー [(1ー の)(九一n)ー π)V， (3. 1) 
が得られる。他方，利潤の相対的分配率の定義から，その成長率は
0，=柑 ，+v，-x (3.2) 
4) Uzawa (161) 
186 lIIV部技術進歩，経済成甚，および比較生産費
で表わされるが.• (1. 5) ~ (1. 7) • (1. 9). (1. 11)式を考慮すれば， ζれは
争42Md[{1-t)ル n)+(閉門)] (3.3) 
と書き換えるEとができる。
もし. どの時点においても常1:q= 1であり，また ml=mZであれば，
明らかに v，の値如何附らず dO';dt=Oとなり，同時1:. v.~叶J7
.l.-V2 











の場合1:限られるであろう。すなわち. (i) σ>1 で ml>m~ であるか，

















H ・一二(V，-V，*) = /.*W，一九*)+12ホ(0，-0，・) I dt ，. 1. .1'" ，." .，." . J" \ ~ 4i 
n 、，、




































































sign(町一隅1)= sign(q) (4.1) 





'‘^ q=叫 2ー 却2



















5) Hicks (11)， p.124 (内田訳(12コ.149ページ).また Fellner(79)参，町.
190 第W部技術進歩，経済成長，および比較生産賃
代替弾力性が1より小さく，技術進歩がヒック Zの意味で労働節約的な
場合1:li，V，'および 0，*を n，(1， 桝1，およびm，についてそれぞれ偏
微分して
を得る。




) '" (J...." 81叩9九I事 m，(l-σ司務了=-f7<o，説-=一石戸羽"<0 (4・7)
V2'" (J ..^  882事 情 ，(1-")~;:::，一一ァ>0. 古-=-:=千早ιニ兵士差o (4.8) 










































1) 外部経済に関する古典的な文献としては Marshall仁:25)，esp. Book lV. Chap. X， 
Young (166)， Sra百a(1国コ.Viner (1臼.JEllis=Fellner (78)， Meade (12司などが
帯げられるであろう.経済発展理論との関連で外部経演を自命じた文献は枚挙にいとまがないの























2) Abramovitz (42コ，および Solow(152:コを事明.なお，アメリカの火力量電産業におけ
る収穫逓増申重要性を生産要構の代替や純粋な技術進歩との比較において強調した興味深い実
証研究として Ko田 iya(1め がある.
3) Solow (l臼).本章はまた Phel田(136)に負うととるが大きい.





を総資本ス トック Lを総雇用労働置とし，時間を tで表わせばc.の総
生産函数は，




dX fJF dK . fJF dL. fJF dX . iiF 






























dK dT=SA (1. 4) 
である。 Eの式は，また，資本設備の減価償却およびその置換の問題が仮
定によって除かれている ζ とを意味している。(1.4)から
dK • • .~ !'..^--一=(X-K)K (1.5) dt 
が導けるであろう。最後に (1.3)を(1.5)に代入すれば，つぎのようなk
k関する線型微分方程式が得られる。























X=F(K. L. K. 1) (1.10) 
と審〈乙とができる。ただし， ドットは時聞に関する徴係数を示す。乙れ
をtについて微分して
dX 8F dK . 8F dL . iJF 8K . 8F 
す了=万五fa.-t+方rヲi+ 81<ヲ7+方t (1.11) 
を得る。貯蓄性向が一定であれば. (1. 4)から























4) 前記脚注3)申請文舎照.なお，同様な手法は.脚注3)に挙げた文献の他に， A町 ow(59)， 
Kaldor=Mirrlees (105)， Salter (143)，および Swan(158)などにも用いられている.


















X.(I) = Ae"' {1(I)l'e^' K，(I)“L.(t)'“ 
ただし， 1<，ρ，λおよびαは定数とするの
(2.1) 















K .(1) = I(v)，-"'-・3
で表わされる。総労働量を L(t)とし，完全雇用を仮定すれば，


















L.(t) = [叫(1)-1(1ー α)Ae副(I(I))TJτe-.-vK.(I) (2.6) 
となるからa 乙れを (2.1) • (2. 3)にそれぞれ代入して
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，-. λ 
X.(時=(叫(tt'(1-α)]---.(Ae<l{I(t)}PJτ8す .K.(t) (2.7) 
および
l，.t ^ 
L(t)= (叫(t)-'(1-a)Ae<l{I(t)}'J.¥'..' K.(t)dv (2.8) 
を得る。
つぎに， (2.7)を (2.4)に代入して v1:関して積分すれば，
I-~ ，.1 A 


































7) Phel"" (136)， p.552. 
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I(e)=sX(t) (2.13) 
投資と貯蓄が等しい短期均衡における産出荷は， (2. 13)を (2.11) 1:代入
して
X(t) = (As"e<lM(t)・L(t)1-'J寸-p (2.14) 















aM(時 λ旦苛立=e.'I(t)-IJM(t) (2.1η 
または
ム X(t)
M(t) =se・M(;;-IJ (2.18) 
を得る。 (2.18)をもう一度 tについて微分すれば
危(1) . ~， X (M :"" .^".，. A 1 づF=S~ o 両首jX(ト M(併計 (2，19) 
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動態性 (technicaldynamism of an田 ono皿y)J"という概念は.π型あるいは

















の (2.7)， (2. 9)および (2.10)から
X.(I) -e. X(I) 
K.(I) =..友(1)
である。したがって. (3.1)は










州 ):::ae! .+1' f，.知的[-6u-f. c(z)dz]血 (3.5)
となる。と ζ ろで，現在のような一生産物モデルでは，現在時点で生産さ
れる資本財の価格は1に等しいから. p.(I)=lである ζ とを考慮すれば，
(3.5)式右辺の積分が消去されて
A 












がわかる。 ζの均衡粗利潤率の絶対水準は. (2.18)および (3.7)から
♂一(l-p)A+a{π+6+(1-a)n】







































































10) Phel問。詰).Robinson (38) (山岡訳 (39)，第H章]ならびに M回 de仁126)，Ch.m. 
pernowne (ηコ.Black (71)， Swan (l曲:J.Pearce (134)， Phelps (1幻コ.(13むなどを
書照されたい.
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さて，問題は C(I)をすべての tについて極大にするような sの他を求
める乙とである。極大化の第一次条件は

















































1) Amano (57コ.Dbrymesσ'4). Drandakis (75)， lnada (91)， Kurz (116). Meade 
(32)， Sbinkai (148)， Solow (154)， Takayama (159)， Uzawa (162コ.(16勾晶ど.


















































































(j=1.2) (1. 1) 
(i=1.2) (1. 2) 










すなわち， (1. 1)は生産函数， (1.2)は生産要素の完全利用の条件，そし
て(1.3)は完全競争下の利潤極大条件を示している。(1.4)式は消費財表
示の国民所得を定義し， (1. 5)式は経済全体の貯蓄性向を示す。 (1.6)式
は新しく生産された資本財1:対する需給の均等を示し，ワルラス法則によ
ってr.れが充たされれば，消費財市場でも需給の均等が成立している。
(1. 7)式は仮定 (A.5)を示したもので， (1. 8)式は新しく生産された資本
財が既存の資本ストックへ追加されるEとを意味している。最後に.(1.9). 
(1. 10)式は， それぞれ， 労働の資本に対する相対価格{賃銀・ νント比率}
および経済全体の資本集約度(資本・労働比率)の定豊島式である。
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x=A.些三=it主:"i。







































































を導く乙とができる。 (2.15). (2.17). (2.18)から;およびsを消去すれ
ば
XI-X2=会((B-G)p-BG;-G(π2一町)) (2.19) 
8182(5，.-51) を得る。ただし G三寸法ずである。仮定(A.7)によって. Gは非負
である制。
他方. (2. 1). (2. 2) • (2. 12). (2. 1めから Vijおよびfを消去すれば，
ムーかーが(A1d1+ A，d，)仰 ;+(A1d1+A的 +BC)
・(向-"1)ー Bs) (2.20) 
を導くことができる。ただし.A/=).lfO，J+).，I01J. C").u-).21で，容易1:











p=一号(r-s')ー (町一町) 位 21)









O2=争的-1)(;-わ)+{s'ー (1ー 叫)] (2.24) 


























































<T，=Oならば 8'=0'. (3.8a) 
でなければならず，また，
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車が一定ならば q~恥となるととは本文の場合と変らないから，上の長件は. PI=(1-O'，)ι， 
83=(1-0'，)ιを意味している.したがって，技術進歩は各部門において，ハロヲドの意味で
中立的でなければならない{第11章.第3節会照)0 






乙れらの結果を (2.13). (2. 16)および (2.8)へ代入すれば，










































13) Kennedy (110)，なお，同時に発表された Harrod(:田3をも幸照されたい.
























































































なるという ζ とが予想されるであろう。 事実，均衡成長経路の動態的な安
定性について，もう少し弱い充分条件を導くととができる。
(3.3)に (2.22)および (2.25)を代入すれば，
dV.， lrf_ _， $101，_". 号h一計 j 012+(a-1)ヂ ~(V2-n-仇)
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まず.(012ー 乎)の併を調べてみよう。容易に確かめられるように，
Oli=-:+-J-q十円' 0'1=ーf一十一V一J一円ー (j=1.2) (5.4) 
Al1=三"二-ZvLa， I21 n(v一月)タ("句)
(5.5) 
Aj2;" 三，vaA-二.ι2 A 句(r，-r)23-"("1 1'2) 













を得る。 (5.8)を (5.7) 1:代入すれば
(5.8) 



















6，.+山)$~6'=--:+::--Ú+$ω1)~'-~' 1->0 q+句 L-'-.I，¥y -，' 1'1-1' J 
を証明すればよい。ところで， 0，己1のときには，






17) σ= IA1CT I +A.σ.+BC-CGI/(l-CG)におドて，.Ah A. BC， {l-CG)>O，また.σ10(J . 
G;OOであるから.'1>'"なら C<O，したが。てσ>0である.
18) Drandakis (75). p. 222. ， 
19) 己の結果は. ~.ランダキス申得たも田よりもや h緩い充分来件である. Drandakis (15)， 
p.担5宰開.
20) Drandakis (75)， p.225. 
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ならば，必ず (5.10)は充たされる。




c= AnA12(均一円)一 一r 
と書ける。さらに，
A=ヱ芝L竺ー W1V1 一一一i一一、
1-5 X， W'Vl +ω2V21 Al(q+rl) I 
ム=ヱι=ー W2V2ー =一一三一ー |





(5. 13)， (5. 14) ， (5. 16)から























{1-$，)'， {(q +，，)(q +.，) ~q($，-$，) (町一円))
















































dV" 812 ':r ~， 号.1=ーゴ'-(V，-V2*)V2 (6.1) 








































。'一 (1ーσ)世2~; ーの>0 (6.4) 
となれば，利潤率は均衡利潤率から大きく下方へ霧離する己とはない。と


























関するとれまでの文献の中から. ~3節までの分析で明ちか 1 :された種々
の要因を考慮しながらも，なお，生産効率の差および資源賦存量の差とい
うこつの主要決定因のどちらか一方1:重点をおく対照的な二つの理論を見















































Xj=Fj(V1i， V，j，αj) (j= 1，2) (1. 1) 
V;= :i;V;j (i= 1，2) (1. 2) 
制 =μil=Pμ;， (τ=1，2) (1. 3) 













以上9値の方程式は 4個のパラメター， Viおよび酎の棺1:応じて 9
個の未知数，XJ， Vf/.ω..およびPの他を決定する。























を得る。1:1:で， t己号Aは変数の百分比変化率を示し， 8ij呈 μijVij/Xj，町
1 8FI =-v-ァ云竺dα}，ん=V;j/V，である。 8りは，第y財産出高の第 s要素投入
4'" V <A.J 
量についての弾力性であるが，完全競争の下では， それはまた，第j産業
における第 z要素の相対的分配率，あるいは，総費用に占める第 g要素費
用の割合に等しい。町は， シフ ト・ パラメタ ーのみの変化に基く第1財
産出高の百分比変化率を表わしている。そして，んは， 第 s要素が第j
産業で雇用される割合である。
さて，第l章で明らかにしたように， (1. 5)および (1.7)と生産函数が
要素投入量1 :関して一次同次であるという性質を用いて.商品相対価格P
の変化と要業相対価格qの変化との聞のつぎのような関係が導かれるD。
















に，(1. 5)， (1. 6) ，および(1.9)と生産函数の要素投入量1<:関する一次同
次性から
:.， ~ Atl1t+A2c12:-I 1" I A10'1+A判官+BC， 、X，-X，=ーニι云去年2タ+ー γ+ 、町一町)BC ~し BC V." -'11 
+生生+A，/l旦
C (1. 10) 










p=ー す凶叫ん<1，+A的 +BC)仇 -"，)ー Bμ，1，+ A，s，) 
i11=Alt11十A20'2 (1. 11) 
を，また， (1.11)を(1.9) IC代入して


















4) たとえば.Samuel回 n(144)， p. 181番照.計測自給畏に基いて， 1:.の点在一周明快に指














































6) マー シャル剖外献経済または不経済が存症する場合に.生産歯散を (1.1)式由形で表わす己
とは，つぎ申ような刺点がある.すなわち，そうするととによラて，生産要需の私的限界生産
‘物と社会的視界島昔物とを匡別できる申である.(1.1)式において叫をおと考L それぞ。Xj_ 8Fj .8Fj 8Xj .，.' _ 8Xj 
M 要搬入量について醐分すれば aV1:j=すす+間初万したがって，す手合














XtfX，=f(p. r); &p>O (2.2) 






































が得られる。容易 IC確かめられるよう I~ ， A，+A，+BC=lであるから，
Aは経済内の三つの代替弾力性の加重平均1:他ならないEとがわかる。最
後1:， (2.4)を(1.9) IC代入して




































































8) L四 ntief(119) #照.

































































場合に応用したものである.Robinson (140コ，および Uzawa(161)，回p.Section 3重量
l!. 
1判 Harrod(わ.pp. 108-109. 
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